大阪市会議長　様
「赤バス」の存続を求める請願署名
【請願内容】

　大阪市は、赤バス事業を経営状態が厳しいとして、全て廃止するとしています。(「市営バス事業の改革プラン『アクションプラン』（案）」)

　しかし、赤バスは、お年寄りや障害を持つ方々を中心に市民の足を支える、貴重な役割を果たしています。高齢者、病弱な方、障害を持つ方などが、通院や買い物、区役所や公共施設へ通うなど、日常生活にとってなくてはならない命綱とも言えるものです。もともと大阪市は「福祉・公共施設、商店街、病院など、地域住民の日常生活に密着した施設連絡」(大阪市「導入のコンセプト」)として、赤バスを導入してきました。
　大阪市が2009年9月に行った「利用者アンケート」結果をみても、乗客の6割を超える方が「維持・継続」することを望んでいることがわかります。また、回答者年齢層からも利用の大半が70歳以上の高齢者であり、廃止されたら「外出を控える」と回答した人が14%にものぼることも分かりました。まさに「交通の福祉」と言えるものです。
　「市民の足」と言える「赤バス」を廃止せず存続させ、運行形態なども一層改善・拡充することを求めます。
【請願項目】

１．「赤バス」を存続してください。

２．「赤バス路線」を改善・拡充してください。
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